
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
更
生
保
護
活
動
を

通
じ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
の
実
現
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
は
、
戦
後
め
ざ
ま
し
い

経
済
発
展
を
遂
げ
、
国
際
社
会
に
お
い
て

も
先
進
国
家
の
一
員
と
し
て
の
歩
み
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
反
社
会
勢
力
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り
、
特
に
最
近

の
よ
う
に
青
少
年
に
よ
る
凶
悪
で
常
軌
を

逸
し
た
犯
罪
や
非
行
が
し
ば
し
ば
報
道
さ

れ
ま
す
と
、
そ
の
た
び
に
本
当
に
心
の
暗

く
な
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

保
護
司
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く

た
め
、
困
難
な
事
業
に
尊
い
社
会
奉
仕
の

精
神
と
、
温
か
い
人
間
愛
を
も
っ
て
取
り

組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
厳
し
い

社
会
環
境
の
重
圧
や
複
雑
な
人
間
関
係
等

に
よ
り
不
幸
に
も
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
々

に
寄
り
添
い
指
導
し
、
社
会
復
帰
を
当
事

者
本
人
と
共
に
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会
か
ら
選
ば
れ
た
社
会
的
信
望

の
厚
い
保
護
司
の
方
々
の
ご
協
力
と
、
地

域
社
会
の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。

更
生
保
護
活
動
に
携
わ
る
者
と
し
て
考

え
ま
す
こ
と
は
、
一
つ
に
は

｢

心
の
居
場

所
づ
く
り｣

、
つ
ま
り
信
頼
で
き
る
人
の

存
在
、
二
つ
に
は
、｢

働
く
場
の
確
保｣

が
更
生
の
大
き
な
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
時
、
保
護
司
の
皆

様
の
存
在
、
働
き
は
き
わ
め
て
大
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と
も
更
生

保
護
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
の
人

生
を
切
り
拓
き
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
く
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。

保
護
司
の
皆
様
の
活
動
に
よ
っ
て
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
前
進
し
、
明

る
い
地
域
社
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し

ま
す
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の

育
成
を
は
じ
め
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、

社
会
の
一
員
と
し
て
連
携
し
、
心
豊
か
に

生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
後

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
一
月
一
日

くまもと更生保護第168号 令和２年１月１日( 1 )

新
年
の
御
挨
拶

山
鹿
市
長

七
十
周
年
記
念
九
州
地
方
更
生
保
護
大
会

更
生
保
護
制
度
施
行
七
十
周
年
記
念
九
州
地
方
更
生
保
護
大
会

が
令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



くまもと更生保護 第168号令和２年１月１日 ( 2 )

十
一
月
十
五
日

(

金)

に
熊
本
県
立
劇
場
に
お
い

て

｢

更
生
保
護
制
度
施
行
七
十
周
年
記
念
第
三
十
二

回
九
州
地
方
更
生
保
護
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
顕
彰
式
が
行
わ
れ
、
ヒ
ト
コ
ト
社
の
村
上
美

香
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、
平
成
音
楽
大
学
演
奏
員
の

芦
刈
剛
信
氏
に
よ
る
国
家
独
唱
に
始
ま
り
、
天
皇
陛

下
お
こ
と
ば
奉
読
が
あ
り
、
九
州
地
方
更
生
保
護
委

員
会
稲
葉
保
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、
法
務
大
臣
表
彰
、
全
国
保
護

司
連
盟
理
事
長
表
彰
な
ど
の
受
章
者
に
表
彰
状
や
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
を
代
表
し
て
熊

本
北
保
護
区
秋
吉
展
明
保
護
司
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
稲
葉
保
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
ご

来
賓
の
方
々
か
ら
も
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
清
興
と
し
て
、
山
鹿
灯
籠
踊
り
、
牛

深
ハ
イ
ヤ
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
姜
尚
中

(

カ
ン
サ
ン
ジ
ュ
ン)

氏

に
よ
る

｢

居
場
所
の
あ
る
社
会｣

と
い
う
演
題
で
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
佐
賀

県
保
護
司
会
連
合
会
長
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
万

歳
三
唱
を
も
っ
て
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

な
お
、
大
会
に
お
い
て
、
保
護
司
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
制
度
施
行
七
十
周
年
記
念

第
三
十
二
回
九
州
地
方
更
生
保
護
大
会

藤森九保連会長式辞藤森九保連会長式辞 牛深ハイヤ節牛深ハイヤ節

山鹿灯籠踊り山鹿灯籠踊り

稲葉委員長あいさつ稲葉委員長あいさつ

姜尚中氏による講演姜尚中氏による講演



適任者確保が必要な地域､
人数､ 人材の特性､ 将来計
画､ 候補者選定の方針等を
踏まえ､ 適任者について情
報交換・協議

｢保護司候補者検討協議会｣ の設置

くまもと更生保護第168号 令和２年１月１日( 3 )

保
護
司
で
あ
る
大
西
一
史
熊
本
市
長
を
迎
え
て
、

保
護
司
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
五

日
、
熊
本
市
の

｢

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア｣

に
て
約
百
十
名
の
熊
本
市
在
住
の
保
護
司
が
参
加
、

大
西
市
長
の
基
調
講
演

｢

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
復

興
、
そ
し
て
そ
の
先
の
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り｣

と
し
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
熊

本
市
政
に
つ
い
て
具
体
的
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
大
西
市
長
は
、
現
在
、
熊
本
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
再
犯
防
止
計
画
の
モ
デ
ル
事
業
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
、
熊
本
市
と
し
て
独
自
に
刑
務
所

や
少
年
院
を
出
所
し
た
人
を
対
象
と
し
た
求
人
情
報

誌

｢

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ｣

を
発
行
し
た
こ
と
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
自
治
体
と
し
て
は
全

国
初
と
い
う
こ
と
で
、
新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
熊
本
市
の
取
り
組
み
は
、
市
長
が
保
護

司
で
あ
る
こ
と
か
ら
よ
り
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
関
係
者
一
同
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
西
熊
本
市
長
を
囲
む

保
護
司
懇
談
会
が
開
か
れ
る

近
年
、
多
く
の
地
域
で
保
護
司
の
人
材
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
保
護
司
の
安
定
的
確
保
は
、
一

つ
の
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会
は
、
保
護
司
活
動
に

対
す
る
地
域
の
理
解
を
深
め
、
幅
広
い
人
材
か
ら
保

護
司
候
補
者
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
情
報
の

収
集
及
び
交
換
を
行
う
場
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
現
在
、
各
保
護
区
に
お
い
て
、
本
協
議
会

に
つ
い
て
、
効
果
的
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
一
方
、
期
待
さ
れ
た
効
果
が
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
本
協
議
会
は
保
護
司
候
補
者
に
係
る
情
報

を
提
供
・
交
換
す
る
と
と
も
に
更
生
保
護
活
動
を
地

域
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
広
報
活
動
の
一
環
で

も
あ
り
ま
す
。

各
地
区
保
護
司
会
に
お
い
て
は
、
下
記
資
料
を
参

考
に
す
る
な
ど
し
て
、
本
協
議
会
の
積
極
的
な
開
催

に
配
慮
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保
護
司
候
補
者

検
討
協
議
会
に
つ
い
て

諮問

答申

適任者情報

推薦
【協議会設置で期待される効果】
① 幅広い層 (年齢・職種) からの適任者の発掘
② 地域の支持を得た適任者の確保
③ 同一保護区内で特に必要な地域への配置・補充が可能
④ 意欲的な人材の確保

【背景】 ①地域社会の連帯感の希薄さ ②保護司活動への理解の乏しさ

○保護司個人の人脈による適任者確保が困難 ○短期間での退任 (経験の伝達ができない)
○地域における ｢保護司の空洞地帯｣ の発生 ○保護司全体の高齢化

現 状

(共同設置)

保護司､ 町内会又は自治会関係者､
民生委員・児童委員､ 社会福祉関係
者､ その他地域の事情に通じた学識
経験者などで構成

保護観察所 保護司会

保護司候補者検討協議会

保護司選考会

委嘱

保護司適任者

法務大臣
(法務大臣に権限を委任された地方更生保護委員会委員長)

保護
観察所



くまもと更生保護 第168号令和２年１月１日 ( 4 )

【

熊
本
中
央
地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー】

当
セ
ン
タ
ー
の
開
所
は
、
平
成
二
十
六

年
六
月
、
中
央
区
水
道
町
の
県
婦
人
会
館

四
Ｆ
で
す
。
そ
の
後
平
成
三
十
年
一
月
に

現
在
地
中
央
区
大
江
六
丁
目
の
大
江
公
民

館
一
Ｆ
に
移
転
し
ま
し
た
。

執
務
環
境
は
最
適
で
、
三
名
の
企
画
調

整
保
護
司
が
事
務
を
執
り
、
事
務
機
器
を

操
作
し
て
も
手
狭
と
は
全
く
感
じ
な
い
環

境
で
す
。

部
屋
内
に
は
ソ
フ
ァ
ー
、
大
型
冷
蔵
庫

等

(

保
護
司
さ
ん
に
よ
る
寄
贈)

も
設
置

し
、
来
所
者
へ
の

｢

お
も
て
な
し｣

も
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
で
す
。

運
営
は
、
中
央
地
区
保
護
司
会
の
吉
田

会
長
を
筆
頭
に
十
四
名
の
企
画
調
整
保
護

司
で
あ
た
り
、
会
計
事
務
処
理
・
庶
務
事

務
処
理
・
保
護
司
活
動
の
全
般
的
な
事
務

を
し
て
い
ま
す
。
機
能
別
部
会
活
動
も
盛

ん
で
、
隣
室
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で

の
会
議
も
利
用
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
会

員
保
護
司
の
利
用
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

事
務
局
員
三
名
は
水
・
金
週
二
回
九
時
三

十
分
か
ら
十
六
時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

月
一
回
の
三
役
会
議
は
当
執
務
室
で
実

施
し
、
そ
れ
を
受
け
て
の
校
区
代
表
者
及

び
役
員
会
議
は
公
民
館
内
二
Ｆ
の
会
議
室

を
利
用

(

使
用
料
全
額
免
除)

さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

サ
ポ
セ
ン
の
運
営
と
し
て
欠
か
せ
な
い

の
が
保
護
司
さ
ん
の
対
象
者
面
接
で
す
が
、

こ
れ
に
も
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
お
お
よ
そ
就
業
の
奨
励
が
あ
り
、

面
接
の
時
間
の
確
保
も
難
し
い
中
、
当
館

は
二
十
一
時
閉
館
で
火
曜
〜
日
曜
ま
で
が

更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ご
紹
介
(3)

開
館
日
な
の
で
、
対
象
者
に
合
わ
せ
た
面

接
の
時
間
が
設
定
で
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
企
画
調
整
保
護
司
の
勤
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

(

事
務
局

江
崎

昭
子)

【

熊
本
北
地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー】

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
、
熊
本
市
は

市
町
合
併
と
政
令
指
定
都
市
移
行
に
伴
い
、

五
つ
の
区
ご
と
に
保
護
区
が
再
編
さ
れ
、

新
し
い
北
地
区
保
護
司
会
を
運
営
し
て
い

く
中
で
、
活
動
拠
点
と
な
る
更
生
保
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

以
下

｢
サ
ポ
セ
ン｣

と
い
い
ま
す
。)

設
置
へ
の
気
運
が
急
速

に
高
ま
り
ま
し
た
。

当
会
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
十
三
日
、

熊
本
北
区
役
所
区
長
に
サ
ポ
セ
ン
の
設
置

場
所
の
提
供
に
つ
い
て
説
明
し
、
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
経
て
、
北
区
役
所
北
部
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
事
務
所

(

約
三
十
五
㎡)

を
確
保
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
同
年
四
月
二
十
五
日
、
保
護
司
会

総
会
で
の
承
認
後
、
同
年
七
月
十
七
日
、

北
区
長
や
熊
本
保
護
観
察
所
長
等
の
出
席

の
下
、
開
所
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
サ
ポ

セ
ン
を
区
の
中
央
部
に
設
置
し
た
こ
と
で
、

交
通
の
便
が
よ
く
な
り
、
効
率
的
に
運
営
・

業
務
を
推
進
す
る
こ
と
が
出
来
、
事
務
所

使
用
料
は
市
の
減
免
措
置
で
無
償
と
な
り
、

水
道
光
熱
費
を
共
益
費
と
し
て
支
払
っ
て

い
ま
す
。
サ
ポ
セ
ン
勤
務
に
つ
い
て
は
、

祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
毎
週
月
曜
日

か
ら
金
曜
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
企
画
調
整
保
護
司
十
四
名
を
午
前
・

午
後
交
代
で
配
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
二

十
八
年
四
月
の
熊
本
地
震
に
よ
る
避
難
所

生
活
、
被
災
対
応
等
の
経
験
や
教
訓
を
生

か
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
、

救
急
箱
等
を
防
災
用
品
と
し
て
サ
ポ
セ
ン

に
常
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ポ
セ
ン

居
住
の
建
物
が
災
害
避
難
場
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
お
り
、
防
災
倉
庫
に
は
飲
料
水
、

食
料
、
衣
料
品
等
が
備
蓄
さ
れ
、
万
全
な

対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
今
後
も
サ
ポ

セ
ン
の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域

の
方
々
と
寄
り
添
い
な
が
ら
社
会
情
勢
等

の
変
化
に
対
応
し
、
保
護
司
に
期
待
さ
れ

る
役
割
と
し
て
、｢

温
も
り
の
あ
る
サ
ポ

セ
ン｣

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
犯
罪
・
非
行
が

な
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
共
に
、

更
生
保
護
の
心
を
広
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

(

熊
本
北
地
区
保
護
司
会

秋
吉

展
明)

本
年
十
月
に
八
代
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

住
所
は
八
代
市
千
丁
町
新
牟
田
一
五
〇
二－

一

八
代
市
千
丁
支
所
庁
舎
三
階
、
開
所

時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
電
話
番
号
は
〇
九

六
五－

三
七－

八
五
六
六
で
す
。
活
動
状

況
な
ど
は
後
日
、
本
欄
で
紹
介
し
ま
す
。

（NEW）

八
代
に

サ
ポ
セ
ン
新
設
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第
69
回

〝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動〞

熊
本
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

【
小
学
生
の
部】

◎
熊
本
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

(

県
知
事
賞)

熊
本
市
立
白
山
小
学
校
六
年

因
幡

百
葉

｢

大
き
な
優
し
さ
へ
の
第
一
歩｣

熊
本
市
立
城
南
小
学
校
六
年

橋
本

里
桜

｢

私
に
で
き
る
、
小
さ
な
恩
返
し｣

合
志
市
立
合
志
南
小
学
校
六
年

永
野

真
実

｢

保
護
司
の
武
藤
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と｣

◎
熊
本
日
日
新
聞
社
賞

熊
本
市
立
砂
取
小
学
校
六
年

中
村
日
菜
向

｢

私
が
受
け
た
い
じ
め
に
つ
い
て｣

◎
熊
本
県
小
学
校
長
会
会
長
賞

熊
本
市
立
奥
古
閑
小
学
校
六
年

山
本

蘭

｢

人
と
の
つ
な
が
り
が
自
分
の
未
来
を
つ
く
る｣

◎
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
賞

天
草
市
立
佐
伊
津
小
学
校
五
年

辻

愛
珠

｢

大
切
な
み
ん
な
の
心｣

◎
熊
本
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

熊
本
市
立
楡
木
小
学
校
六
年

荒
井

紗
弓

｢

自
分
に
で
き
る
第
一
歩｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

宇
城
市
立
三
角
小
学
校
六
年

釜
賀

杏
淑

｢

支
え
、
助
け
合
う
社
会
作
り｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

熊
本
市
立
西
原
小
学
校
六
年

井
上

心
菜

｢

自
分
に
し
か
出
来
な
い
こ
と｣

◎
熊
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

熊
本
市
立
白
坪
小
学
校
六
年

中
竹

優
澄

｢
聞
く
勇
気
と
教
え
る
勇
気｣

【

中
学
生
の
部】

◎
熊
本
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

(

県
知
事
賞)

南
小
国
町
立
南
小
国
中
学
校
三
年

畑
本

凛
音

｢

自
分
ら
し
さ｣

菊
陽
町
立
菊
陽
中
学
校
二
年

鍋
島

優
羽

｢

幸
せ
の
輪
ひ
ろ
げ
て｣

宇
土
市
立
住
吉
中
学
校
三
年

松
川

雅
也

｢

か
け
が
え
の
な
い
命
だ
か
ら｣

◎
熊
本
日
日
新
聞
社
賞

熊
本
市
立
芳
野
中
学
校
三
年

畑
田

桃
花

｢

思
い
や
り
は
心
の
余
裕
か
ら｣

◎
熊
本
県
中
学
校
長
会
会
長
賞

熊
本
市
立
三
和
中
学
校
二
年

神
田

呼
春

｢

自
分
に
で
き
る
こ
と｣

◎
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
賞

菊
池
市
立
旭
志
中
学
校
三
年

藤
村

瞭
羽

｢

未
来
に
生
か
す
私
た
ち
の
選
択｣

◎
熊
本
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞

熊
本
市
立
出
水
中
学
校
一
年

大
塚

華
乃

｢

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

菊
池
市
立
旭
志
中
学
校
三
年

隈
部

涼
太

｢

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

八
代
市
立
第
八
中
学
校
三
年

小
橋

夢
々

｢｢

知
る｣

こ
と｣

◎
熊
本
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

芦
北
町
立
湯
浦
中
学
校
一
年

村
木

瑛
海

｢

安
定
し
た
社
会
に
す
る
た
め
に｣

春
の
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章

浦田 征一
(荒 尾)

武藤由美子
(菊 池)

本
年
度
十
月

よ
り
法
務
事
務

官
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
、

寺
本
で
す
。
一

番
の
夢
で
あ
っ
た
保
護
観
察
官
へ
の
道

を
歩
む
こ
と
が
で
き
、
感
激
し
て
お
り

ま
す
。
更
生
保
護
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
べ

く
、
力
の
発
揮
や
成

長
に
精
進
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

退

職
(

令
和
元
年
九
月
三
十
日)

保
護
観
察
官

松

元

沙

織

新
規
採
用

(

令
和
元
年
十
月
一
日)

法
務
事
務
官

寺

本

隆
一
朗

保
護
観
察
所
人
事
異
動

寺本 隆一朗

(

敬
称
略)
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春
の
藍
綬
褒
章

秋
の
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章

中嶋 紘一
(玉 名)

森川 栞
(山 鹿)

丸 幸也
(山 鹿)

中村 謙爾
(八 代)

氏

名

(

地

区

名)

馬

場

哲

夫

(

熊
本
中
央)

橋

口

祐

子

(

熊
本
中
央)

川

久

子

(

熊

本

東)

藤

山

美

文

(

熊

本

西)

久
保
田

洋

一

(

熊

本

西)

藤

川

法

親

(

熊

本

南)

溝

上

喜
久

(

熊

本

北)

長
い
間
御
活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
付
け
退
任

氏

名

(

地

区

名)

鷲

山

法

雲

(

熊
本
中
央)

城

生

昌

(

熊
本
中
央)

稲

恒

子

(

熊

本

東)

後

藤

雅

章

(

熊

本

東)

榎

本

洋

子

(

熊

本

西)

永

原

忠

一

(

熊

本

西)

小

山

郁

子

(

熊

本

西)

鳥

本

孝

(

熊

本

西)

法務大臣表彰受彰者

永田 恭子
(人 吉)

秋
の
藍
綬
褒
章

宮村 靖宜
(熊本中央)

井上 勲
(熊本東)

佐野 勝義
(上益城)

村

正

俊

(

熊

本

北)

秋

吉

展

明

(

熊

本

北)

佐

藤

ふ
じ
子

(

熊

本

北)

吉

村

和

子

(

宇

城)

邊

春

孝

也

(

玉

名)

岸

森

千
代
子

(

荒

尾)

川

上

孝

道

(

荒

尾)

松

永

源
六
郎

(

荒

尾)

山

口

常

喜

(

荒

尾)

松

本

剛

久

(

山

鹿)

藤

原

弘

(

山

鹿)

森

利

幸

(

山

鹿)

松

島

章

(

山

鹿)

三

嶋

三

重

(

山

鹿)

新

道

尚

章

(

山

鹿)

宇

野

勝

彦

(

菊

池)

河

津

修

司

(

阿

蘇)

後

藤

政

藤

(

阿

蘇)

下

田

浩

明

(

阿

蘇)

作

田

紀

夫

(

八

代)

村

上

文

世

(

芦

北)

鬼

塚

靖

子

(

天

草)

小

重

輝

(

天

草)

米

満

弘

之

(

更
生
保
護
法
人
役
員)
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古

川

泰

通

(

熊

本

西)

宮

尾

勉

(

熊

本

西)

齊

藤

義

美

(

宇

城)
中

嶋

紘

一

(

玉

名)
浦

田

征

一

(

荒

尾)

宮

丸

眞

介

(

荒

尾)

森

川

栞
(

山

鹿)

村

上

旭
(

菊

池)

黒

田

郁

夫

(
八

代)

永

光

貴
美
子

(
八

代)

桑

原

毅

紀

(

人

吉)

濱

田

正

治

(

人

吉)

永

田

恭

子

(

人

吉)

吉

田

芳

子

(

天

草)

福

田

和

敏

(

天

草)

令
和
元
年
十
一
月
九
日
付
け
退
任

氏

名

(

地

区

名)

下

田

一

男

(

熊
本
中
央)

宮

村

靖

宜

(

熊
本
中
央)

植

川

俊

成

(

熊
本
中
央)

井

上

勲

(

熊

本

東)

河

野

通

照

(

熊

本

西)

平

田

一

秀

(

熊

本

西)

中

村

隆

之

(

熊

本

西)

大

坂

(

熊

本

南)

坂

本

龍
一
郎

(

熊

本

南)

坂

本

光

治

(

熊

本

北)

村

山

知

之

(

熊

本

北)

下

石

キ
ミ
ヱ

(

宇

城)

橘

佳

代

(

宇

城)

次
の
方
々
が
新
し
く
保
護
司
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
御
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

(

令
和
元
年
六
月
一
日
付)

氏

名

(

地

区

名)

荒

木

幸

薫

(

熊
本
中
央)

河

本

達

人

(

熊

本

西)

大
久
保

等

(

熊

本

南)

龍

野

新

也

(

熊

本

南)

宮

美
穂
子

(

熊

本

南)

伊
牟
田

和

裕

(

熊

本

北)

戸

上

康

彦

(

玉

名)

迦

統

公

明

(

荒

尾)

宮

原

利

興

(

荒

尾)

黒

田

明

司

(

荒

尾)

星

子

昭

春

(

山

鹿)

城

美
佐
子

(

菊

池)

鳥

飼

勲

(

菊

池)

井

洋

一

(

阿

蘇)

赤

星

良

一

(

上

益

城)

甲

斐

利

幸

(

上

益

城)

佐

野

勝

義

(

上

益

城)

深

水

征

郎

(

人

吉)

荒

木

康

子

(

天

草)

浅

見

久
美
子

(

天

草)
福

田

良

作

(

天

草)
中

島

和

述

(

天

草)

笠

間

康

秀

(

熊

本

北)

野

原

浩

史

(

熊

本

北)

一

村

智

明

(

宇

城)

高

由

美

(

宇

城)

野

口

裕

展

(

宇

城)

中

山

美
香
子

(

宇

城)

後

藤

祐

二

(

菊

池)

村

山

惠

治

(

菊

池)

宗

野

勲

(

上

益

城)

榮

光

男

(

上

益

城)

西

村

博

則

(

上

益

城)

黒

木

信

夫

(

八

代)

瀬

富
美
子

(

八

代)

高

孝

介

(

八

代)

本

島

克

介

(

八

代)

松

永

貴

志

(

八

代)

遠

山

好

勝

(

人

吉)

山

口

尊

生

(

人

吉)

上

原

惠
美
子

(

天

草)

江

浦

む
つ
え

(

天

草)

梶

原

修

平

(

天

草)

稲

尾

広

幸

(

天

草)

(

令
和
元
年
十
一
月
十
日
付)

氏

名

(

地

区

名)
魚

住

千
代
子

(

熊
本
中
央)

坂

本

公

(

熊
本
中
央)

島

史

朗

(

熊
本
中
央)

城

生

信

隆
(

熊
本
中
央)

島

恵

志
(

熊
本
中
央)

友

村

美

衣

(
熊
本
中
央)

山

本

浩

之

(

熊
本
中
央)

齊

藤

博

(

熊

本

東)

東

玲

子

(

熊

本

東)

日

隈

忍

(

熊

本

東)

小

原

順

子

(

熊

本

西)

竹

熊

千

晶

(

熊

本

西)

荒

川

美

香

(

熊

本

北)

田

内

和

美

(

熊

本

北)

宮

村

政

晴

(

熊

本

北)

吉

村

克

憲

(

熊

本

北)

坂

本

隆

生

(

熊

本

南)

大

田

祐

二

(

宇

城)

園

田

誠

(

玉

名)

村

上

清

美

(

玉

名)

松

本

康

代

(

山

鹿)

後

藤

輝

彦

(

菊

池)

甲

斐

高

士

(

上

益

城)

村

上

浩

一

(

上

益

城)

藤

木

正

幸

(

上

益

城)

佐

藤

義

男

(

阿

蘇)

赤

星

直

裕

(

八

代)

國

岡

雄

幸

(

八

代)

村

山

賢

一

(

八

代)

池

崎

教

授

(

天

草)

伊

野

修

一

(

天

草)

久

具

誠

(

天

草)

宮

寛

(

天

草)
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編
集
発
行

更
生
保
護
法
人
熊
本
県
更
生
保
護
協
会

編
集
協
力

熊
本
保
護
観
察
所

印

刷

社
会
福
祉
法
人
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

巻
頭
言
は
保
護
司
で
も
あ
る
山
鹿
市
長
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
年
末
で
お
忙
し
い
中
を
寄
稿

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
に
九
州
・
沖
縄
各
県
か
ら
関
係

者
が
熊
本
に
相
集
い
、
七
十
周
年
記
念
九
州
地

方
更
生
保
護
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者

一
同
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
次
の

｢

喜
寿｣

に
向
け
て
更
な
る
発
展
を
期
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

更
生
保
護
事
業
に
御
支
援
を

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
作
り
を
目
指
す
目
的
を
御
理
解

の
上
、
運
営
資
金
の
造
成
に
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

篤
志
家
に
よ
る
寄
附

【

二
十
二
万
円】

㈱
志
水
工
務
店

(

熊
本
市)

【

十
万
円】

平

橋

祐

子

(

熊
本
市)

【

五
万
四
千
円】

熊
本
中
央
地
区
保
護
司
Ｏ
Ｂ
会(

熊
本
市)

【

三
万
円】

森

山

義

文

(

熊
本
市)

【

二
万
円】

株
式
会
社
再
起

(

熊
本
市)

㈲
マ
ル
イ
チ

(

合
志
市)

杉

村

継

治

(

合
志
市)

成
松
内
科

(

合
志
市)

編

集

後

記

磯
道

文
徳
様

(

熊
本
北)

林
田

昭
司
様

(

宇

城)

鬼
塚

孝
明
様

(

熊
本
西)

【

五
十
万
円】

医
療
法
人
社
団

寿
量
会

(

熊
本
市)

【

三
十
六
万
円】

大
進
㈱

(

熊
本
市)

【

二
十
万
円】

岩

下

博

明

(

あ
さ
ぎ
り
町)

【

十
万
円】

㈲
オ
ー
エ
ス
収
集
セ
ン
タ
ー(

熊
本
市)

ア
イ
・
ウ
ッ
ド
㈱

(

熊
本
市)

【

五
万
円】

黒

木

康

之

(

熊
本
市)

立

川

和

代

(

熊
本
市)

市

成

幸

親

(

熊
本
市)

【

三
万
円】

古

荘

善

啓

(

熊
本
市)

鶴

昭

夫

(

熊
本
市)

頭の体操

役
員
に
よ
る
寄
附

資
格
取
得
及
び
入
れ
墨

除
去
手
術
に
対
す
る

助
成
金
制
度
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
た

り
入
れ
墨
の
除
去
手
術
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
た
ち
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額：

三
〇

〇
〇
〇
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

助
成
対
象
者：

保
護
観
察
中
の
人
及
び
保

護
観
察
終
了
後
又
は
刑
期
終
了
後

三
年
以
内
の
人
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法：

保
護
観
察
所
、
協
力
雇
用

主
、
保
護
司
、
熊
本
自
営
会
、
自

立
準
備
ホ
ー
ム
を
通
じ
て
事
前
審

査
申
込
書
を
熊
本
県
就
労
支
援
事

業
者
機
構
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

お
問
合
せ：

熊
本
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

電
話

〇
九
六
―

二
八
八
―

四
三
七
五

問題 ？に入るアルファベット
は何でしょう｡
ヒント 足し算？

１１１１＝ｆ
２２２２＝ｅ
３３３３＝ｔ
４４４４＝？
５５５５＝ｔ

【

一
万
円】

庄
嶋
医
院

(

合
志
市)

㈱
黒
石
原
建
設

(

合
志
市)

㈱
タ
ノ
ウ
エ

(

合
志
市)

田

上

敬

子

(

熊
本
市)

春
竹
校
区
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

三
栄
輪
業
㈱

(

熊
本
市)

田
上
自
動
車
㈱

(

熊
本
市)

【

五
千
円】

黒
髪
校
区
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

【

三
千
円】

宮

崎

紀

男

(

熊
本
市)

平
成
ビ
ル
管
理

(

熊
本
市)

【

二
万
円】

鈴

木

義

親

(

熊
本
市)

【

一
万
円】

熊
本
医
療
ガ
ス

(

熊
本
市)

近
代
経
営

(

熊
本
市)

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
暖

(

熊
本
市)

崇
城
大
学

(

熊
本
市)

熊
本
銀
行

(

熊
本
市)

浅

山

弘

康

(

熊
本
市)

主

海

偉
佐
雄

(

熊
本
市)

更
生
保
護
へ
の
御
支
援
・

御
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

答えは当協会のホームページをご覧ください｡
｢熊本県更生保護協会｣ で検索｡


